
トヨタ自動車(株)士別試験場
従業員への健康管理の取組み

令和5年9月7日（木）

トヨタ自動車（株）士別試験場

健康サポートセンター 東川 扶知子
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会社紹介
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車両開発拠点

愛知県 豊田市

北海道 士別市

静岡県 裾野市

本社トヨタテクニカルセンター

士別試験場

東富士研究所

花本テクニカルセンター
愛知県 豊田市

Toyota Technical Center Shimoyama
愛知県 豊田市・岡崎市
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■会社案内
会社名 トヨタ自動車株式会社

創立 1937年8月28日

代表取締役社長 佐藤 恒治

資本金 6354億円

従業員数
連結：37万人
単独：7万人

主な事業内容 自動車の製造・販売
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■トップの健康宣言
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健康管理の取組
（全社活動）
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■健康チャレンジ８

健康チャレンジ８の実践数を増やすことで、健康リスクを下げるという取組みを全社で推進
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■活動事例 メンタルヘルス活動

「メンタル不全の未然防止」における年齢階層に応じた研修内容のご紹介

●トヨタでは人材育成のための階層別教育を実施。階層別（職位別）の教育の中で各層に応じた健康教育を実施

技能職資格

ベテラン CX級（係長クラス）

SX級（組長クラス）

EX級（小集団のリーダークラス）

中堅技能職

初級技能職

基礎技能職

部下のメンタル不調に早く気づく、

対応するための管理監督者の視点

での教育

・安全配慮義務

・風通しの良い職場作り（未然予防）

・部下の不調の気づきのポイント

自分のメンタル不調に早く気づく、

対応するための視点での教育

・ストレス対処法

・相談窓口を知る

健康教育主な内容

中

堅

層

若

手

社

員
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【階層別健康教育のスライドの例】

ベテラン・中堅層に工夫している健康教育内容：メンタル不全未然予防や気づきのポイントを紹介

「メンタル不全の未然防止」における年齢階層に応じた研修内容のご紹介
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若手社員に工夫している健康教育内容：自分でできるストレスの対処法などの紹介

こころのケア

【階層別健康教育のスライドの例】

「メンタル不全の未然防止」における年齢階層に応じた研修内容のご紹介

自分の状態に合ったストレス対処法は？
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■活動事例 未然防止に向けた職場独自の取組

からだとこころのケア 職場相談員の配置

職場相談員は、長年職場で実務を
積まれ職場から信頼されている
経験豊富な先輩従業員。
女性相談員も配置。
従業員の心に寄り添える体制を整備。

職場毎の窓口紹介ポスターの掲示で
気軽に相談できる環境のサインを発信

こうして遠く離れていても
いつでも相談できる仕組みの構築
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健康管理の取組
（士別試験場）
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■健康チャレンジ８ 士別試験場独自活動

実践数向上に向けた活動の促進、健康習慣きっかけづくりの提供・継続をサポート

安全月間（7月）や労働衛生月間（10月）を軸にスポットイベントを計画開催
「健康」を身近に感じることで、こころとからだの健康保持につなげる
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■士別試験場でのメンタルヘルス活動のポイント（１）

北海道北部の地域で可能なメンタルヘルス活動の展開

実施イベント 目的 活用した情報

ラインケア

部下への
対応

事例検討学習会
部下の異常に気付いて適切な対応方法を
グループワークで身に着ける

厚生労働省HP
の活用

パワハラセミナー 職場管理者の部下の対応の振り返り

休務者への復職支援
休務者が安心して復帰できる職場環境
づくり

セルフケア

自分で身を
守る

メンタル不調DVD視聴
自分のメンタル不調、仲間の不調に
早く気づいて適した対応の取得

産業保健センター
よりレンタル

社外講師によるセミナー 自分で心を守るコントロール方法
道新文化センター
など

ストレス解消習慣紹介 リフレッシュ方法の提供
メンタルヘルス
関連のHP

相談窓口提供 ストレスを溜めない
社内健保組合
人事部掲載資料
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メンタル不調未然防止に向けた職場独自の取り組み

【未然防止：風通しの良い職場づくり】 研修の受講を通じ
「コミュニケーションの充実化」「相互理解の促進」が図られ

上司と部下の信頼関係（めんどう見）の醸成 がされてきた

職場の朝礼・昼礼で
健康チェック、声かけ

健康チャレンジ８活動
情報提供

各種健康づくり
イベントへの参加

■士別試験場でのメンタルヘルス活動のポイント（２）
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■メンタルヘルス活動の参考

組織におけるメンタルヘルス不調の早期発見・早期対応も今はネット活用で直ぐ対応可能

厚生労働省：ライン/セルフケア情報 産業保健総合支援センター：オンラインセミナー活用

中央労働災害防止協会：健康づくり、メンタルヘルス情報

※写真は各ホームページから引用
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